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保育実習指導の在り方に関する一考察 

A study on the way of teaching childcare training 

鵜川 陽子  
Yoko Ugawa 

は じ め に 

本学における「保育実習」は保育士資格を取得するための必須科目である。保育士養成校に在籍す

る学生にとってこの保育実習は非常に大きな意味をもっているといえる。その意味とはまず一つ目に、

学生たちは普段関わることができない子どもたちや利用者の方々と関わることができる場でありそ

れと同時に学内の授業では学ぶことが難しい“実際にかかわることでの学び”や“先輩保育者の保育

を観察することでの学び”が経験できる貴重な学習の場である。二つ目には、これまでの学内での保

育に関する理論や知識、保育技術を基礎として保育実習先で総合的に学ぶことで保育に対する理解に

つなげていくことができることである。そして保育実習を経験することで自らの将来像を具体的に思

い描くことができ、就職までの期間に積極的に保育者となるための課題と向き合い少しでも保育技術

が向上していくように勉学に励むことができるという重要な科目でもある。 

 保育士養成校に在籍する学生の入学のきっかけは、「子どもが好き」「出身園の先生にあこがれて」

という理由で進学を決めてくることが多い。実際に本学における入学のきっかけを問う調査でもほぼ

全員の学生が上記に挙げた理由で入学をしてきている実態がある。しかし保育の仕事は、「子どもが

好き」という気持ちだけでは全うできる職務ではなく、環境構成などの壁面製作や保育室の構成、指

導計画や指導案作成、掃除、保護者対応など子どもと関わる以外の多岐にわたる仕事内容がある。そ

して「保育における遊び」とは各年齢の発達段階を踏まえた上で、理論とそれを総合的に応用できる

実践力が必要であり、ただ子どもが好きでふれあうという意味ではない。保育における遊びは、保育

者が子どもの発達やそれまでの経験を踏まえて、成長を見通しながら目標をたて、保育活動の中で遊

びを展開していくのである。よって保育者のかもしだす雰囲気はもちろんのこと、言動や行動、さら

には子どもへの関わりにはすべてねらいと目的が存在しているのである。 

 本学は、２年制の保育士養成校である。保育実習を実施するための手続きは、学生が入学してすぐ

に開始しなければ養成校側が希望する時期に実習をすることは大変難しいという現状がある。そのた

め実習に向けての指導は入学後まもなく学生に対して指導することとなる。しかしその実態としては、

実習受け入れのための初歩的な手続きの段階から「自信がない」「どうしていいかわからない」とい
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う୙Ᏻをッえる学生、さらには保育実習が㏆࡙くにつれて「体調୙Ⰻをッえる学生」「行きたくない」

とさらにᙉい୙Ᏻをᢪえ、実習中᩿や中Ṇというᥐ⨨をとらࡊるを得ない学生も存在するのである。 

本✏では、保育者を目指す学生がᢪえる実習に対する୙Ᏻの要ᅉを᥈るとともに、本学でおこなっ

ている「保育実習指導Ϩ」の指導内容とを↷らし合わࡏそのຠᯝを考察するものとする。 

 

᪉ ἲ 

㸯㸧目的 

保育者をめࡊす学生を対㇟に保育実習に⮫む㐣⛬の実態の⤖ᯝから保育実習指導Ϩの指導内容や

方ἲについて考察し、学生一ேࡦとりに㐺した指導とはどのようなものなのかについて考える一ຓと

する。 

２㸧本学における実習の時期 

 保育実習Ϩ㸦保育ᡤ㸧㸸�年生時㸯᭶ୗ᪪から �㐌間 㸦�� 時間以上㸧 

 保育実習Ϩ㸦施タ㸧㸸�年生時 �᭶中᪪から �㐌間 㸦�� 時間以上㸧 

 保育実習ϩ࣭Ϫ㸦保育ᡤもしくは施タ㸧㸸�年生時 �� ᭶中᪪から � 㐌間 㸦�� 時間以上㸧 

 ͤ保育実習Ϩは必ಟ科目であり、保育実習ϩ࣭Ϫについては㑅ᢥ必ಟ科目 

㸱㸧調査内容と対㇟ 

 保育実習Ϩ㸦保育ᡤ㸧にむけて㸲᭶から㸱᭶までの期間を㸲期に༊ศし学生のᵝ子と指導内容とを

↷らし合わࡏる。 

 調査対㇟は、����࣭���� 年ᗘ入学生㸸�� ྡ 

㸺⾲㸯㸼 

 ୺たる指導内容 学生の実態࣭ᵝ子 

第 �期 

� ᭶㹼�᭶ 

＊本実習先確保のための手続き 

࣭保育者になるために 

 㸦言ⴥ㐵い、身なり➼の指導㸧 

࣭実習に必要な᭩㢮の記入方ἲ 

࣭㟁ヰ応対の指導 

࣭保育ᡤ実習౫㢗のためのゼ問する

ための指導 

࣭保育者とは“子どもとただ遊ぶだけ”

というㄆ識の学生がほぼ全員。 

࣭言ⴥ㐵いや身なりには気を௜けなけ

ればと理解できているが、実際には

できない࣭自信がない学生㸸��㸣。 

の保持⋡は、���㸣だ࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫ࣭

が、目上のேと㟁ヰでヰした経験の

ある学生は、��㸣ᮍ‶。どのように

㟁ヰで応対したらいいのかᡞᝨう学

生㸸��㸣。 

࣭お㢪いのためのゼ問の仕方がわから

ない㸦知らない㸧学生㸸��㸣。 
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第２期 

7 ᭶㹼� ᭶ 

ୗɶのᐯɼ実習ᲢȜȩȳȆǣ˞ܓٰ＊

Ǣ実習Უのਖ਼ڜਦݰ 

࣭自୺実習の౫㢗方ἲ 

࣭実際に子どもと関わるために 

࣭保育者の先生方から学ぶこと 

ୗɶのᐯɼ実習ɶƴ෇ဇư˞ܓٰ＊

きǔ保Ꮛ૙஬のแͳȷᙌ˺ 

方の指導ࡌの製作、₇ࢺ࣮ࢧࣉ࣮࣭࣌

࣭手遊び、⤮本のㄞࡳ⪺かࡏの方ἲ 

 

＊ᐯɼ実習のʙࢸਦݰ 

࣭自୺実習で各自行った保育について

᣺り㏉り指導 

 

࣭本実習౫㢗のための㟁ヰ応対の経

験からそれを生かࡏる学生 �0㸣、

自信を持てず㟁ヰできない学生

10㸣。 

࣭保育ᩍᮦ製作には意ḧはあるが実

際にそれを₇ࡌる⦎習となると୙

Ᏻやⱞ手意識から体調୙Ⰻをッえ

たり、授業をḞᖍする者もいる。 

 

 
࣭⤮本のㄞࡳ⪺かࡏや手遊びをさࡏ

てもらった学生は 20㸣。“ただ行っ

ただけ”になった学生 �0㸣。 

࣭実際に保育者の先生方のጼをࡳて

の௰⿢時や⤥㣗時の対応の࢝ࣥࢣ

観察し「すࡈいと思った」「自ศも

将来あの関わりができるようにな

りたい」とឤࡌた学生 �0㸣。 

第㸱期 

10 ᭶㹼12 ᭶ 

＊本実習ƴӼƚƯӲᆔਦݰ 

࣭保育実習᪥ㄅの記入の方ἲ 

 にむけてࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚࣭ࣥࣜ࢜

࣭保育指導案について 

࣭保育ᩍᮦ◊✲ 

࣭保育実習᪥ㄅの記㘓の記入、保育

指導案の❧案の仕方が理解できな

い学生 �0㸣。 

࣭本実習に向けて保育ᩍᮦの‽ഛに

取り᥃かることができない学生

70㸣。 

࣭実習┤๓になるにつれて体調୙Ⰻ

をッえる学生 20㸣。 

第㸲期 

1 ᭶㹼� ᭶ 

＊本実習ɶのදॖʙ᪮の確ᛐ 

 

 

＊本実習ࢸのਰǓᡉǓਦݰ 

࣭実習ሗ࿌᭩の記入について 

࣭お♩状について 

࣭各自の実習の᣺り㏉り指導 

࣭実習開始後、「㎞い、どうしていい

かわからない」とッえる学生 �㸣。 

 
࣭実習を⤊えた学生たちは、それࡒ

れの課題もឤࡌながらも自ศにも出

来たという気持ちを実ឤとしてឤࡌ

ることができている者 ��㸣。 
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⤖ᯝཬࡧ⪃ᐹ 

㸦㸯㸧⾲㸯における第㸯期時の学生の୙Ᏻ要ᅉ 

 こども学科に入学し一␒ᴦしࡳにしている授業科目に「保育実習」を挙げる学生が多い。その理由

として“実際に子どもと関われるから”という理由がᅽಽ的なのである。しかし実際に授業が始まり

学生が一␒期ᚅしていたはずの実習への手続きとなる㟁ヰ応対でつまずいてしまう学生が存在する。

その⫼ᬒを᥈ると、࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫの利用の仕方がᾋかび上がってくる。���� 年以㝆を境に᪥本の

ᦠᖏ㟁ヰ普ཬ⋡が㣕㌍的にቑຍし௒や一ே一ྎ保᭷していることがᙜたり๓の時௦となっている。ᦠ

ᖏ㟁ヰの本来のᶵ⬟としては“┦手と通ヰする㟁ヰ”なのだが、࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫの普ཬにより㟁ヰᶵ

⬟よりࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖を活用した↓ᩱࣜࣉ࢔の通信ᶵ⬟で┦手と㐃⤡をとる手段の≀へと変໬して

いる実態がある。目上のேと㟁ヰでヰす経験のない学生が ��㸣と♧している⫼ᬒとして、学生たち

の୺たる㐃⤡手段は࣓࣮ࣝであり、┦手に自ศの言ⴥでヰすことでఏえる経験がない学生が大多ᩘと

いうことである。しかも࣓࣮ࣝと一言で♧してもその内容は、ᩥ❶でఏえるということは少ᩘὴで௒

᪥では↓ᩱࣜࣉ࢔ /,1( のࣉࣥࢱࢫと࿧ばれる⾲現方ἲで自ศの気持ちをᩥ❶ではなくその時の状ἣ

にあったࣉࣥࢱࢫ一つで⾲現することに័れてしまっている実態がある。よって、保育実習をするに

あたりその手続きで✺↛㟁ヰ応対をしなくてはならない状ἣとなりᡞᝨい୙Ᏻになる学生たちが多

く存在するということがᾋかび上がった。 

 このような学生たちに対して、実際に保育ᡤに㟁ヰをかけた際に行われるであろうやり取りの状ἣ

を࢜ࣜࢼࢩ集として学生に㓄ᕸし、自୺⦎習をするとඹに学生同士で࣮ࣟࣝ࢖ࣞࣉを行い、᭱⤊段階

として、ᢸᙜᩍ員と࣮ࣟࣝ࢖ࣞࣉで合格をもらった者から実際に㟁ヰをかけるというὶれで指導を行

っている。この指導方ἲから学生らは、㟁ヰという手段では、㐺ษな言ⴥ㐵いでヰをする必要がある

ことを始めとして、ఱをどのようにヰをすればいいのかを理解できるようになり、᝿ᐃ外の状ἣにな

った時にはどのように対応したらいいのかを⦎習の段階で学ぶことにより、✺↛㟁ヰをษることや↓

言状態に㝗ることなく保育ᡤに㟁ヰができるようになる学生がቑຍしていった。 

 また実際に保育ᡤ実習౫㢗するために保育ᡤをゼ問する際の方ἲについてもゼ問の際の身なりを

はࡌめ応᥋室に通していただいてからの╔ᖍする఩⨨など♩൤作ἲについても具体的に指導をする

ことで学生は࣮ࢼ࣐を学びそして身に௜け、保育ᡤにゼ問をしている実態がある。 

㸦２㸧⾲２における第 �期時の学生の୙Ᏻ要ᅉ 

 本学では、本実習に向け保育ᡤの一᪥の生活࣒ࣜࢬを知るという目的でኟᏘఇᬤ中の自୺実習を行

うことを᥎ዡしている。これはᙉ制ではなく、あくまでも学生がその目的を理解し自୺的に行うこと

と఩⨨௜けている。自୺実習時に学生が子どもと関わるための一ຓとなるようにするための保育ᩍᮦ

製作もこの時期に本格໬するのであるが、製作は、得手୙得手はあるもののほとんどの学生が意ḧ的

に取り⤌むことができるのだが、実際にそれを保育者として子どもの๓で₇ࡌる㸦活用する㸧ことが

できるようになる指導となると“ே๓でヰすことがⱞ手だからしたくない”と㏨げ⭜となったり、₇
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る㡰␒になると極ᗘの⥭ᙇ状態となり㐣࿧྾を発⑕する学生、さらには、体調୙Ⰻという理由で授ࡌ

業そのものをḞᖍする者もいる。このような学生らは、ඹ通して“自ศがホ౯される୙Ᏻឤ”や“や

らなくていい状ἣにさえなればやらずに⤊えることができる㸦㏨げることができる㸧かもしれないឤ

᝟”を持っていることが面ㄯを通して᫂らかとなった。学生らは、製作をすることで⢭一ᮼで₇ࡌ方

の⦎習୙㊊であったり、௚の学生が出来ているのに自ศだけできなければᛣられるかもしれないと୙

Ᏻឤを自ら㧗めることにより体調୙Ⰻの状態をᘬき㉳こす⤖ᯝとなったりする場合もある。さらには、

௒₇ࡌなければならないというこの状ἣから㏨れたい一ᚰのࡳのឤ᝟で授業をḞᖍし“Ḟᖍしたから

やらなくてもいい”と身຾手な理由で㏨れようとする場合もある。 

 学生には、製作するだけでなく、子どもたちの๓で₇ࡌることができるようにならなければ意味が

ないのかについて具体的にㄝ᫂している。授業の一環だからもちろんホ౯はする、がしかし本来の目

的は、実際に子どもの๓に❧った時に、その保育ᩍᮦを₇ࡌる実習生から子どもたちはᵝ々なことを

思い描き、᝿像し、ᴦしむということを学生にఏえ子どもたちがᏳᚰしてそのᩍᮦを活用したୡ⏺に

入り㎸ࡳ短時間であっても“ᴦしい”“おもしろい”という経験ができるようにするためにそのࢡࢸ

を身につけることが保育者になる上でいかに重要なのかについて指導している。保育士養成校ࢡࢵࢽ

で学ぶべきこと一つࡦとつすべてが大ษでどれか一つでもやらなくてもいいという学びはないこと

も学生に常᪥㡭からఏえるようにしている。 

㸦㸱㸧⾲㸯における第㸱期時の学生の୙Ᏻ要ᅉ 

 第㸱期は、本実習に向けて本格的な実習‽ഛをする時期となる。保育実習を実施するにあたり記㘓

を記入することは㑊けて通ることはできない。しかし学生の実態は、思いがあってもそれを言ⴥにす

ることが難しいとឤࡌる学生が大多ᩘなのである。記㘓ができないという問題と同ࡌくしてヰすこと

ができない学生もඹ通の問題として挙げられる。これは第㸯期時の㟁ヰの応対の୙Ᏻをッえる学生に

も㢧ⴭにࡳられることだが、学生指導をしていて学生からの言ⴥは、「わからん」「そんなつもりない」

「だって仕方ない」「⑂れた」などᩥ❶ではなく༢ㄒだけが㏉⟅となる๭合が多いのである。そして

少しᩍ員から指導を受けると「あの先生は意ᆅᝏだ」「ᛧい」「ཝしすࡂる」➼、どうして指導を受け

たのか┬ࡳることよりも「あの先生とはもうヰしたくない」と関わることへの᎘ᝏឤを♧す態ᗘに出

てしまうのである。要するに学生自身の理解力のஈしさと学生自身がもっているㄒᙡᩘが極➃に少な

い実態がある。➹者がこれをឤࡌたのは、保育実習指導Ϩの授業時にいくつかの場面を学生にᥦ♧し

それがどのような状ἣなのか具体的にヲしくㄝ᫂することをồめた。その場面の一つに「子どもたち

が集ᅋでᴦしそうに遊んでいる㢼ᬒ」があった。その場面では、「子どもがいる」「ࡳんなで遊んでい

る」「➗っている」とㄝ᫂し、“具体的に࣭ヲしく”ということが理解できていないようなㄝ᫂をした

学生がほとんどであった。学生たちには෌ᗘ「集ᅋでどのような遊びをしているように見えますか」

たが、そのようࡳを୚えてࢺࣥࣄと具体的なㄝ᫂となるような「んなどのように➗っていますかࡳ」

な段階を踏んでも༢ㄒでしかㄝ᫂できない学生が多くいた。 
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 ㄒᙡᩘそのものが⋓得できていない学生たちに対して、保育の記㘓㸦実習᪥ㄅや保育指導案の❧案㸧

の指導をしても、記入の要㡿をつかむことができる学生は本ᙜにわずかである。本学においては、₎

Ꮠの勉ᙉ、保育に関する用ㄒのㄝ᫂、子どもの観察方ἲ、など初歩の段階から指導を行っているが、

ほとんどの学生が୙Ᏻをᢪえたまま本実習に⮫んでいる実態がある。 

この状ἣをなんとかᡴ◚していく一つの取り⤌ࡳとして、入学してから༞業するまで⤮᪥記の指導

を授業の中に取り入れている。⤮᪥記ࢺ࣮ࣀは %� ⦪上㒊༙ศを⤮を描くḍ、ୗ㒊༙ศは、ࢬ࢖ࢧ∧

᭩き㸯㸯行でᩥ❶を記入するḍとなっている。第㸯ᅇ目は入学ᘧを࣐࣮ࢸにしている。⤮᪥記の内容

を᳨ドすると、大多ᩘの学生は、⤮の㈋ᙅさも㢧ⴭながらそのᩥ❶も➹者が㦫くほどᗂい内容であり、

⾲現方ἲは多少の㐪いはあれ㸵๭⛬ᗘの学生は「入学ᘧでした。⥭ᙇしました。࣐࣐と一⥴に行きま

した。保育園の先生になるために㡹ᙇります。」で⤊えている状ἣであった。学生の入学時Ⅼでのᩥ

❶を᭩く力がどの⛬ᗘが知る手᥃かりになると同時に、ᩥ❶を᭩くための࣮ࣝࣝ㸦一ࢫ࣐を✵けてᩥ

❶を᭩き始める。୺ㄒと㏙ㄒをつける。段ⴠをつけてᩥ❶を構成する。ྃㄞⅬの௜け方➼㸧を身に௜

けていない状ἣが᫂らかとなった。学生が記入してきたᩥ❶をῧ๐するだけでなく、㏉༷時は必ず学

生と面ㄯするᙧᘧをとっている。学生が記入したᩥ❶をྰᐃࡏず「ࠐࠐさんは入学ᘧ、⥭ᙇしたね。

どんな雰囲気から⥭ᙇしたと思ったの㸽」と問いかけまずは、学生自身の気持ちを言ⴥで⾲現できる

ことに୺║をおいている。すぐに㏉⟅ができない学生もいるが、「知らないேばかりだったから」「す

く㟼かだったから」とただ“⥭ᙇした”という⾲現にだんだんと具体的な状ἣがຍわった言ⴥとしࡈ

てでてくる。このやりとりを経てあなたのこの“⥭ᙇしました”という⾲現に対して「⚾はࠐࠐだっ

たために⥭ᙇしました。」と⾲現した方が、よりあなたのఏえたかった気持ちがఏわる内容のᩥ❶と

なるとᩍえ、そのように௒ᗘはᩥᏐで᭩き┤してࡳるように指導を行い、᭱⤊的には、᭱初の自ら᭩

いたᩥ❶と᥎ᩙしたᩥ❶とをẚ㍑しどちらがより┦手に自ศのఏえたかった内容のᩥ❶になってい

るか学生自身が実ឤできるようにしている。この⤮᪥記をῧ๐し学生とやり取りする中で、༞業まで

の２年間で㦫くほどᩥ❶力が上がった学生もおり、実習᪥ㄅや指導案の❧案のための指導と୪行して

᪥々学生のឤࡌたことをᩥᏐとして⾲現する⦎習を積ࡳ上げていくことは、なんらかのຠᯝをもたら

していると考えられる。 

㸦㸲㸧⾲㸯における第㸲期時の学生の୙Ᏻ要ᅉ 

本実習を間㏆に᥍える㡭になると、実習に対しての୙Ᏻが㧗くなる者も多くなる。しかしそれは入

学してから保育者とはどのような職業なのかについて理解が῝まることから生まれることであると

考えている。学生には、自ศ自身が身に௜けなければならないことがまだᮍ⇍であると実ឤできるか

らこそ୙Ᏻな気持ちとして⾲出されるのだから、これまで学んだことを基礎として実習を通して実践

さࡏていただきなさいと⫼中をᢲす指導をしている。もちろん中には、「ࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜時に実

習時に₇ዌするࣀ࢔ࣆのᴦ㆕をもらったが、⦎習が間に合っていない」「実習᪥ㄅの記㘓に自信がな

い」と具体的な୙Ᏻをッえる学生もいるがこれは少ᩘὴであり、ほとんどの学生は、具体的な୙Ᏻを
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持っているということではなく、₍↛とした୙Ᏻを持っているようにឤࡌる。ኟᏘఇᬤ中に᥎ዡして

いる自୺実習へのཧຍ時にも同ࡌ現㇟が㉳きるのだが、「ホ౯される自ศ」へのᜍᛧឤが大きい学生

もいる。本来の目的である「実習生として子どもと関わる」ことよりも、「先輩保育士らにいつも見

られている。できてないと思われているのがᛧい」という理由で㐣࿧྾などの身体⑕状を発⑕し、⤖

ᯝ的に体調୙Ⰻで実習初᪥が㏄えられない状態となる学生も存在するのが現実である。 

実習は、“できるから行くのではなく、できないからこそ実習さࡏていただく。だからこそㅬ⹫な

気持ちで自ศができることは一生ᠱ࿨行い、ᩍえていただいたことには⣲┤に⪥をഴけ実行できるよ

うにດめるጼໃがなにより大事である”と⧞り㏉し学生には指導を行うが、⤖ᯝ的に実習を境に進㊰

変᭦や㏥学となる者もいる。 

一方で、୙Ᏻをᢪえながらも実習を↓事に஌り㉺え、事後指導時での学生との面ㄯでは、「わから

ない場合にはᩍえてくださいと㉁問したことでఱをしたらいいのかඃしくᩍえてくれたので、Ᏻᚰし

て実習ができました。」「⤮本のㄞࡳ⪺かࡏをさࡏていただきたいのですが、時間をもらえますかとຬ

気を出してヰしたら、積極的だねと㄃められたことが自信となった。」など現場の先生方の一言が学

生の活力や自信につながり、୙Ᏻឤ᝟から「⚾にもできる」という自信へのឤ᝟に変໬していくこと

も事後指導を通してឤࡌていることの一つである。 

 

 にࡾࢃ࠾

学生たちは、初めての実習に向け、保育者としての೔理観や資㉁、ᑓ㛛ᛶがいかに重要かについて

保育実習指導Ϩの科目を受ㅮするだけでなく、各✀関㐃科目を受ㅮする中で実ឤしていく。そしてそ

の中で、それらの力を身に௜けようと๓向きになるのではなく、「できない自ศ」「どうࡏやってもࢲ

࣓な自ศ」として⵳積していく学生も多く存在する。このような学生らは⤖ᯝ的に“⤮本のㄞࡳ⪺か

をቑやすといった保育技術の習得”“記㘓㸦実習᪥ㄅや指導案の❧案㸧の࣮ࣜࢺ࣮ࣃや手遊びのࣞࡏ

方ἲ”などの学ぶ力がపୗし理解୙㊊や⦎習୙㊊につながり実習┤๓にはそれらがすべて₍↛とした

୙Ᏻឤ᝟に変໬し⢭⚄的にⴠち㎸んでいくという要ᅉになっているということが現状だと考える。 

さらに保育者は、対ே関ಀの職業であり、これからをᢸっていく子どもを保育するという観Ⅼから

もேとしての♩൤作ἲを学生自身が身に௜けているかྰかについても重要なⅬであると考える。学生

たちの多くは自ศに自信がないために、対ᩍ員とのやり取りの中でも㏉事の仕方やその態ᗘにも課題

を持つ学生も存在する。学生たちには指導を受けた際に“自ศ自身がしてしまったことのఱが୙㐺ษ

だったのか”“学生㸦ே㸧としてどのような態ᗘをとれるようになっていかないといけないのか”を

全ᩍ員が、᪥ࡈろの学生指導の際にもఏえるようにしている。本来は、学生が㧗➼学校を༞業するま

での期間の中で、ᐙᗞやその௚の生活経験の中で身に௜けていくことができていたことが、できなく

なっている♫఍環境になっていることを踏まえ、将来保育者㸦♫఍ே㸧になる上において身に௜けな

ければならない࣮ࢼ࣐についての指導も保育士養成校に課されるようになった時௦なのだとឤࡌる。 
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実習ᕠᅇ指導において、園長先生方から「➗㢦で᫂るい実習生が一␒です」という意見をいただく

ことが多い。しかし“➗㢦”“᫂るい”という二つの言ⴥは実習に⮫む学生自身が「自ศの持ってい

る力を༑ศに発᥹してࡳよう」という๓向きな気持ちと「実際にࠐࠐを子どもの๓で実践さࡏていた

だこう」という具体的な目標がなければ⤖びつくことはないだろう。実習┤๓の授業で、学生自身が

思いをもって実践したことが上手くいかなかったり、ኻᩋしたとしても、それはあなたが成長するた

めのとてもいい経験なのだと指導をしている。先生方はその思いを⪺いた上で、ḟに同ࡌ場面になっ

た時にあなたがどう行動したらいいのか必ずᩍえてくださる。だからこそ実習までに自ศができる‽

ഛは手をᢤかず行うことが大事だとఏえている。実際、初めての実習で⤮本のㄞࡳ⪺かࡏや手遊びや

をᅗることができた学生たちは、そࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥのᙎきḷいを実践し、保育者とうまくࣀ࢔ࣆ

の後の実習に向けて自ศから課題を見つけ⦎習に励むようになるᵝ子も見られるのである。 

学生たちが入学後、保育の勉ᙉをすることで自ᕫ⫯ᐃឤがୗがり⢭⚄的にも㏣いつめられるように

なる現実は㑊けなければならない。時௦の変໬により保育者にồめられるࣝ࢟ࢫは上がる一方で、そ

れを将来の職業として㑅ᢥしてくる学生の資㉁はẚ౛して上がっているとはいいがたい現実がある。

しかしそれをᝒ観するのではなく、一つࡦとつ୎ᑀにᩍ授する必要ᛶをᨵめてឤࡌる。その一つは、

学生自身が♩൤作ἲなど♫఍ᛶのࣝ࢟ࢫを身に௜けることが必要であるというⅬである。“保育とは”

を学生に論ࡌる๓に、ẖ᪥の生活全⯡にわたるᩍ育的な指導も必要なのである。二つ目は、学生が保

育現場をより具体的にࢪ࣮࣓࢖できるように授業内容をᕤኵすること。そしてホ౯されることへの୙

Ᏻを㍍ῶするために保育ᡤなどの࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎にཧຍすることで子どもや保育者との関わり経験が

ቑえ、構えることなく、子どもと保育者との関わりを目にすることで、子ども࣭保育者理解につなが

るのではないかと考える。この経験から自ศが目指す保育者像も☜❧できそれが学生の自信をᨭえる

ことになり⢭⚄的にもたくましくなるきっかけになるのではないだろうか。 

実習指導をするにあたり、まずは一ேࡦとりの学生と向き合いその思いを知り、୙Ᏻな気持ちを஌

り㉺えらえるようにᨭえ、自信を持って保育職に就くことができるように指導方ἲのあり方を௒後も

᥈っていきたい。 
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